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　「餅つきＤ
デ

Ｅフェスタ～外国人と市民の交流会
2012」（高梁市国際交流協議会主催）が行われ、
吉備国際大学の留学生と市民約30人が参加し
ました。
　初めて成羽地域での開催となった今回は、
地元有志団体「天満ＡＢＭ会」の協力により、
留学生たちが日本のもちつきを体験。交代で
きねを持ち、掛け声を合わせてつき上げまし
た。つき上がったもちにきな粉をつけたりあ
んこを包んで食べ、交流を深めました。

 ２/
 17

もちつきで異文化交流
� （青少年研修センター）

　「我が家ではつらつ研修大会」（同実行委員
会主催）が行われました。
　今年で３回目となる研修大会。会場では、
市栄養改善協議会連合会の作ったカブのポター
ジュの試食をはじめ、食事の栄養バランス診断、
健康チェック、エアロビクス教室などが行われ
ました。
　また、市街地ウォーキングも実施され、参加
者は食や運動を通じて健康づくりの大切さを
再認識していました。

 ２/
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食と運動で健康になろう
� （文化交流館）

　「まるごと食育講座」（市、教育委員会主催）
が行われました。
　今年で２回目となる今回は100人が参加。野
菜ソムリエの三宅八重子さんが「笑顔の食事
で み～んな元気！」と題して講演されました。
　講演では、「イライラして料理をすると、濃
い味付けになりやすい。ゆったりと落ち着い
た気持ちで料理してうす味にしよう。」といっ
た食と精神面に関する話もあり、参加者は知
識を深めていました。

 ３/
７

笑顔で食事をしよう
� （総合文化会館）

　「平成24年度高梁市ピーチスクール」（市主催）
の講習会と閉講式が行われました。
　７回目となった今回の講習会では、桃の苗
の植え替えを実習。農業普及指導センターの小
原さんの説明を聞いた後、根を傷つけないよ
うスコップで丁寧に苗を掘り出し、無事植え替
えを終えました。
　引き続いて閉講式が行われ、６人の受講生
に修了証を授与し、今年度の講習会を終えま
した。

 ３/
 ８

桃の栽培技術を学ぶ
� （農業振興センター）

　「高梁歴史いろは塾」（市主催）が開催され
ました。
　今回のテーマは「備中松山城の中世を歩く」。
市文化財主事の説明を受けながら大松山城跡、
天神の丸跡などを見て歩きました。
　異なる時代に築かれた大松山と小松山の構
造の違いについて説明があり、参加者は熱心
に聞き入っていました。

 ３/
 ９

郷土の歴史を見て学ぶ
� （備中松山城）

　「日本の伝統文化を学ぼう！～たかはし広が
る子どもの夢事業～」（教育委員会主催）が行
われました。
　文化交流館では、成羽備中神楽育成会によ
る「猿田彦の命の舞」の披露のほか、会場に
は神楽に使われる実際の衣装や小道具などが
展示されました。
　また、高梁稲荷神社では雅楽演奏や衣装の
着付け体験が行われ、初めての体験に子ども
たちは目を輝かせていました。

  ３/
 ９

日本の伝統文化を体験
� （文化交流館ほか）
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